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1. 事業概要 

1-1．はじめに 
⽣活困窮者⽀援ならびに⽀援者・⽀援機関等が相互に⽀え合うネットワークを構築し、⽀援の充実

化のみならず、⽀援者のスキルアップ、⽀援⼿法・社会資源、地域課題の共有化等を実現する⽀援体
制整備の⽀援者⽀援を実施することを⽬的に「北海道内における⽣活困窮者等に対する⽀援体制整
備事業」を実施しました。※運営委員及びどうねっと会員 22 名（延べ 57 名）の協⼒体制によって運
営。運営に関わってくださったどうねっと会員及び運営委員の皆様、また参加して下さった皆様に感謝申し
上げます。 
 

1-2．事業概要 
本事業は⼀般社団法⼈北海道ねっとわーくが独⽴⾏政法⼈福祉医療機構より、令和５年度（補

正予算）社会福祉振興助成事業〈物価⾼騰の影響下における⽣活困窮者やひきこもり状態にある者
等の⽀援に係る⺠間団体活動助成事業〉の助成を受け「北海道内における⽣活困窮者等に対する⽀
援体制整備事業」として次の３つの柱で取り組みを実施しました。 

これは、⽣活困窮者⽀援ならびに⽀援者・⽀援機関等が相互に⽀え合うネットワークを構築し、⽀援
の充実化のみならず、⽀援者のスキルアップ、⽀援⼿法・社会資源、地域課題の共有化等を実現する
⽀援体制整備の⽀援者⽀援を実施することを⽬的としています。 

 
実施期間︓2024 年 4 ⽉〜2025 年 3 ⽉ 
対象地域︓北海道内全域 
対象者︓⾏政を含む、北海道内各地の⽣活困窮者⽀援機関及び関連する⽀援団体（NPO や

社会福祉協議会等）および、道内の⽣活困窮者、フードバンク利⽤者、相談者 
 
柱⽴て１：「北海道における⽣活困窮者⽀援ネットワークの運営」 
（１）⽇常的な情報交換及びテーマ別情報交換会の実施 
（２）オープンチャットの運営・参加者拡⼤に向けた取り組み 
（３）ニュースレター及びどうねっと通信の発⾏ 
（４）会員増強活動︓ホームページの作成 
 
柱⽴て２：⼈材育成プログラム 
（１）⼈材研修（初任者研修） 
（２）シンポジウムの開催 
（３）地域課題・⽀援者ニーズの把握（アンケート） 
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柱⽴て３：⽀援者⽀援プログラム 
（１）北海道⽀援情報ナビ 
（２）フードバンク窓⼝連携事業 
 
北海道における⽣活困窮者⽀援ネットワークの運営（柱１）では、運営委員会(17 名延べ 204

名)・情報交換会(延べ 250 名)・なんでも相談会(12 名) ニュースレターの発⾏・送付(194 名)オー
プンチャットの運営(60 名延べ 1020 名)を実施し、その結果【どうねっと】会員数︓１００会員（個⼈
会員３８ 事業所会員６２）と申請時点では 42 会員→58 会員の増加に繋がりました。 

・⼈材育成プログラム（柱２）では、初任者研修(延べ 100 名)・シンポジウム(延べ 160 名)が参
加。特に初任者研修では⾏政担当者の参加者数が 3 割を超えるなど北海道内の関⼼が集まっている
事がわかりました。 

・⽀援者⽀援プログラム（柱３）では⽀援者⽀援ニーズ調査を実施し 150 名よりアンケートの回
答を頂きました。ネットワークに求める機能としては情報交換機能である事や、相談員が⾃⾝の資質につ
いて不安に感じていることなどがわかりました。 

北海道⽀援情報ナビ登録者数 3,863 ⼈ 1 年間（2024 年 4 ⽉〜2025 年 3 ⽉）で 804 ⼈
増加。北海道庁との連携協定を新たに締結し、周知拡⼤が可能になりました。 

フードバンク窓⼝連携事業では連携団体数が 64 団体➡103 団体(39 団体増加)し対応可能エリ
アが道内全 179 ⾃治体のうち 139 市町村に拡⼤。フォームを活⽤したフードバンク窓⼝連携事業を開
始しました。 

 
【フードバンク窓⼝連携事業の⽀援件数内訳】 
A︓窓⼝配布セット 1 ⽇分 150 件、3 ⽇分 659 件（61 件の窓⼝に送付） 
B︓窓⼝経由個別配送 343 件 
C︓北海道⽀援情報ナビ経由 71 件（うち相談希望者は 39 件） 
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（柱１）北海道⽣活困窮者⽀援ネットワーク 
【どうねっと】の運営 

２－１．概要 

２－２．総会及びシンポジウムの開催 

２－３．運営委員会  

２－４．情報交換会 

２－５．なんでも相談会 

２－６．ニュースレター 

２－７．どうねっと通信 

２－８．オープンチャット 
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2. 北海道⽣活困窮者⽀援ネットワーク【どうねっと】の運営（柱１） 

2-1. 概要 
⽣活困窮者⾃⽴⽀援制度の理念である対象者の「⾃⽴の尊厳の確保」「⽀援を通じた地域づくり」

の実現に向けて、北海道内の⽀援者同⼠が⽀え合い、課題解決に向けて、官⺠連携で取り組むことを
⽬的に北海道内のネットワーク構築を⽬指し活動しています。 

 
会員数︓１００（個⼈会員３８ 事業所会員６２） 

 
⽣活困窮者⽀援機関、⾏政機関及び職員、障がい・⾼齢福祉関係機関、居住⽀援法⼈、フード

バンク等⺠間団体、議員などの⽀援に関わる様々な⽅が参加しています。 
(うち⾏政担当者含む困窮従事者・3９名) 
２０２４年度の活動としては、どうねっと発⾜後初の通年を通しての事業を実施しました。まずは、運

営委員会を通して、どうねっとの運営体制を整えていき、初任者研修や情報交換会、ニュースレターの発
⾏、⽀援者⽀援ニーズ調査等をプロジェクトごとに担当者を決めて実施しました。 
※運営委員及びどうねっと会員 22 名（延べ 57 名）の協⼒体制によって運営。
今年度より、どうねっとのホームページを開設しています。 

https://www.donet.hokkaido.jp 

どうねっと運営 年間スケジュール（2024 年度） 

 



 
 

7 
 
 

2-2. 総会及びシンポジウムの開催 
【どうねっと】総会シンポジウム 
 
会場参加者︓49 名 
オンライン参加者︓55 名  計 104 名 

2024 年度 北海道⽣活困窮者⽀援ネットワーク【どうねっと】総会シンポジウム 

⽇時︓2024 年 7 ⽉ 1 ⽇（⽉） 
１３時 0０分〜１６時１５分  

場所︓札幌市中央区南 8 条⻄ 2 丁⽬ 5－74  
市⺠活動プラザ星園 ⼤会議室 

開会挨拶︓ 
 北海道⽣活困窮者⽀援ネットワーク（どうねっと） 

会⻑ 松岡是伸 
第１部 基調講演︓ 
〜⽣活困窮者⽀援のこれから〜 
厚⽣労働省 社会・援護局 地域福祉課  
⽣活困窮者⾃⽴⽀援室⻑・地域共⽣社会推進室⻑ ⽶⽥
隆史 
 
〜⽣活困窮者⽀援の理念と地域づくり〜 
⽇本福祉⼤学 学⻑ 原⽥正樹 
 
■第 2 部 シンポジウム ︓ 
〜⽣活困窮者⽀援を⽀える⽀援者⽀援とは〜 
パネリスト︓ 

社会福祉法⼈浦河べてるの家︓向⾕地⽣良 
NPO 法⼈⼥性サポート Asyl（あじーる）波⽥地利⼦ 

⽣活困窮者⽀援北海道ネットワーク【どうねっと】佐渡洋⼦ 
コーディネーター︓ 
北星学園⼤学 社会福祉学部 社会福祉学科 教授 松岡是伸 
コメンテーター︓⽇本福祉⼤学 学⻑ 原⽥正樹 
             厚⽣労働省 社会・援護局 ⽶⽥隆史 
〇北海道保健福祉部 福祉局 地域福祉課⻑ 秋⽥裕幸 
■閉会[16:30] 
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総会シンポジウム資料 
 
総会シンポジウムの資料は下記より DL できます。 

 
https://tinyurl.com/4tvvtaac 
 
 
 
参加者アンケート 
参加者アンケートは 20 名から回答があり、「とても満⾜している」55％、「まぁまぁ満⾜している」

50％、「どちらでもない」5%となりました。 

 
 
アンケートの詳細については下記のＱＲコードから参照できます。 
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10 
 
 

2-3. 運営委員会 
北海道⽣活困窮者⽀ネットワーク(どうねっと)運営委員会（１７名） 
2024 年度のどうねっと運営委員会の実施スケジュールは下記のとおりである。 

⽇程 報告事項 検討事項 協議事項 

第１回 4⽉19⽇ ・決算 
・会員の承認・総会準備・次年

度事業計画 

・シンポジウム要綱・チラシの確

定.・初任者研修  

第２回 5⽉17⽇ ・監査報告 ・総会資料の確認 
・総会の議事内容確認・次年

度事業計画 

第３回 6⽉21⽇ 
シンポジウムの内容につい

て 
・総会資料の確認 ・HP について（案） 

第４回 7⽉19⽇ 

・どうねっとニュースレター・

HP について・アンケート調

査の実施 

・なんでも相談会について 
・情報交換会について（居

住）・名義後援について 

第５回 8⽉16⽇ 
・情報交換会について

（居住） 

・ 謝⾦の規定について・情報交

換会について 

・どうねっとニュースレター・アンケ

ート調査の実施 

第６回 9⽉20⽇ 
・どうねっとニュースレター発

⾏ 

・情報交換会について（就労・

⼦ども・多頭飼い）・なんでも相

談会について 

・謝⾦の規定について 

第７回 
10 ⽉ 18

⽇ 

・情報交換会について

（就労・⼦ども・多頭飼

い）・ 謝⾦の規定 

・情報交換会について（就労・

⼦ども・多頭飼い）・⾏政説明

会（オンライン） 

・どうねっとニュースレター 

第８回 
11 ⽉ 15

⽇ 

・情報交換会について

（就労・⼦ども・多頭飼

い）・どうねっとニュースレタ

ー発⾏・シンポジウム 

・情報交換会について（就労・

⼦ども・多頭飼い）・なんでも相

談会について 

・パンフレットの作成について 

第９回 
12 ⽉ 20

⽇ 

・情報交換会について

（就労・⼦ども・多頭飼

い） 

・シンポジウムについて ・パンフレットの作成について 

第 10 回 1⽉17⽇ 
・会員同⼠の情報共有⽅

法について 

・なんでも相談会について（課題

整理） 
・シンポジウムについて 

第 11 回 2⽉21⽇ ・アンケート調査の報告 
・会員同⼠の情報共有⽅法につ

いて 
・どうねっとニュースレター 

第 12 回 3⽉21⽇ 
・どうねっとニュースレター発

⾏ 

・会員の承認・シンポジウム要綱

⇒書⾯確認・初任者研修  

・会員同⼠の情報共有⽅法に

ついて 
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2-4. 情報交換会 
第 1 回 情報交換会【居住⽀援】 

 
テーマ︓「どうしてる︖居場所(居所)のない⼈の居住⽀援」 
とき︓2024 年８⽉２３⽇ 15︓00〜17︓10  
場所︓Zoom 
 
次第︓ 

・ 開会 
・ 情報交換会部会⻑ 富⼭則和 
・ 趣旨説明︓⼀般社団法⼈札幌⼀時⽣活⽀援協議会 ⼭中啓史 
・ 情報・話題提供︓NPO 法⼈コミュニティワーク研究実践センター 湯澤真吾 ⽒ 
・ グループワーク・課題共有 
・ 情報交換内容の共有・質問など 
・ まとめ 
・ 事務局からのお知らせ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

参加者アンケート結果 
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第 2 回情報交換会【家計改善⽀援事業】 

 

 
テーマ︓⽇常⽣活⾃⽴⽀援事業との違いを知り、適切に連携しよう〜 
とき︓令和 6 年 10 ⽉ 22 ⽇（⽕）14︓30〜16︓50  
場所︓Zoom 
 
開会挨拶・趣旨説明︓ 
情報交換会部会⻑   （社会福祉法⼈根室市社会福祉協議会）  富⼭ 則和 
家計⽀援情報交換会担当（社会福祉法⼈⽯狩市社会福祉協議会）  ⼭崎 智美 
情報・話題提供︓ 
社会福祉法⼈北海道社会福祉協議会 権利擁護推進部権利擁護課⻑ 安藤 るみ⼦⽒ 
 
グループワーク（情報交換）  
情報交換内容の共有 
まとめ 
事務局からのお知らせ 
閉会 
 
 

 
 

  

参加者アンケート結果 
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第 3 回情報交換会【こども⽀援】 

 
情報交換会参加者︓30 名 
アンケート︓とてもよかった 25％、よかった 62.6％、どちらでもない 12.5％ 
 

テーマ︓こども⽀援（学習⽣活⽀援事業、⼦ども⾷堂、⼦育て⽀援等）に集う⼈たちで、声を聞き
合おう 
とき︓令和 6 年 12 ⽉ 18 ⽇（⽔）13︓30〜15︓30  
場所︓Zoom 
 

開会挨拶・趣旨説明︓ NPO 法⼈ 訪問と居場所漂流教室 ⼭⽥⼤樹 
⾃⼰紹介 
グループワーク（情報交換） 

  情報交換内容の共有・まとめ  
事務局からのお知らせ 
閉会 : 特定⾮営利活動法⼈ 地域⽣活⽀援ネットワークサロン 髙橋信也 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

参加者アンケート結果 
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第４回情報交換会【多頭飼育問題】 

 
情報交換会参加者︓51 名 
参加者アンケート︓とてもよかった 71.4％、よかった 28.6％ 

 
テーマ︓〜⼈と動物が幸せに⽣きるために私たちができること〜 
とき︓令和 6 年 12 ⽉ 18 ⽇（⽔）13︓30〜15︓30  
場所︓Zoom 
 
開会挨拶・趣旨説明: 
情報交換会部会⻑（社会福祉法⼈根室市社会福祉協議会）  富⼭ 則和 
 

情報・話題提供 
NPO 法⼈ ニャン友ねっとわーく北海道 代表勝⽥珠美⽒ 
NPO 法⼈ 猫と⼈を繋ぐ ツキネコ北海道 代表理事 吉井美穂⼦⽒ ・ 副代表 滝澤礼奈⽒ 
⽝の M 基⾦ 代表 秋⽥千嘉⼦⽒ 

グループワーク（情報交換）  
情報交換内容の共有 
まとめ 
事務局からのお知らせ 
閉会 
 
 

 
 

 

参加者アンケート結果 
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第 5 回情報交換会【就労⽀援】 

 
情報交換会参加者︓39 名 
参加者アンケート︓とてもよかった 66.7％、よかった 33.3％ 
 
テーマ︓「KPS ビジュアライズツール」を中心に 

とき︓2025 年 2 ⽉ 14 ⽇（⾦）１３︓３０〜１５︓３０  

場所︓Zoom 
 
開会挨拶・趣旨説明︓ 
情報交換会部会⻑ （社会福祉法⼈根室市社会福祉協議会） 富⼭ 則和  
就労⽀援情報交換会担当（社会福祉法⼈北海道社会福祉協議会） 髙⽥ 毅  
 
情報・話題提供︓ 

北海道社会福祉協議会 地域共⽣社会推進部 髙⽥ 毅  
グループワーク（情報交換）  
情報交換内容の共有 
まとめ 
事務局からのお知らせ 
閉会  
 

 

 
  

参加者アンケート結果 
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2-5. なんでも相談会 
第 1 回【どうねっと】なんでも相談会開催「しくじり⽀援者集まれ」 
 

参加者数 12 名 

名称︓「第 1 回なんでも相談会」 
テーマ︓“しくじり⽀援者集まれ︕” 
内容︓  
⽀援の中で失敗したなぁ〜っていう話やうまくいかなかったこと、⽀援ってこれでいいのかな︖など、⽀援
に関わる⼈が普段感じるしくじり感やモヤモヤを持ちよって吐き出してみよう。 
 
対象︓どうねっと会員 
⽇程︓2024 年 9 ⽉ 20 ⽇(⾦) 
時間︓19:00〜20:30 

 
参加者の中には初任者〜ベテラン⽀援者や⼠業として困窮者⽀援に関わる⽅など様々な⽅が参加

し、しくじり談を共有した。⽀援者も失敗してもいい。⽀援者も相談してもいいという、⽀援者を孤⽴させ

ない関係性づくりの取り組みとして第 1 回を開催。 
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2-6. ニュースレター 
どうねっとでは、「ちょこねっと」という名称で、ニュースレターを発⾏しました。 
【どうねっと】会員 96 名＋98 名（194 名に送付） 
2024 年 12 ⽉に創刊号を発⾏、2025 年 3 ⽉に第 2 号を発⾏しています。 
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2-7. どうねっと通信 
どうねっと通信は、どうねっとが会員向けに発⾏するメールマガジンとして、発信しています。 
2024 年度は、24 通発信を⾏いました。 
 
 

5 ⽉ 7 ⽇ 5 ⽉号 11 ⽉ 5 ⽇ 11 ⽉号 

6 ⽉ 19 ⽇ 6 ⽉号 11 ⽉ 6 ⽇ 11 ⽉号外 

7 ⽉ 10 ⽇ 7 ⽉号 11 ⽉ 11 ⽇ 11 ⽉号その２ 

7 ⽉ 25 ⽇ 7 ⽉号その２ 11 ⽉ 13 ⽇ 11 ⽉号その３ 

8 ⽉ 15 ⽇ 8 ⽉号 11 ⽉ 15 ⽇ 11 ⽉号その４ 

8 ⽉ 19 ⽇ 8 ⽉号その２ 11 ⽉ 20 ⽇ 11 ⽉号その５ 

9 ⽉ 6 ⽇ 9 ⽉号 11 ⽉ 21 ⽇ 11 ⽉号その６ 

9 ⽉ 9 ⽇ 9 ⽉号その２ 12 ⽉ 2 ⽇ 12 ⽉号 

9 ⽉ 17 ⽇ 9 ⽉号その３ 12 ⽉ 12 ⽇ 12 ⽉号その２ 

10 ⽉ 4 ⽇ 10 ⽉号 1 ⽉ 22 ⽇ 1 ⽉号 

10 ⽉ 15 ⽇ 10 ⽉号その２ 2 ⽉ 4 ⽇ 1 ⽉号号外 

10 ⽉ 31 ⽇ 10 ⽉号その３ 3 ⽉ 25 ⽇ 3 ⽉号 
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2-8. オープンチャット 
⽬的︓ 
⽇常的な情報交換の場として情報共有の場の継続を⽬的に LINE のオープンチャットを活⽤し、⽀

援員(機関)の誰でも参加できる情報交換チャットグループを作成しました。また、電話やメールよりも気軽
に質問やコミュニケーションを取れるツールとして活⽤。 

 
対象︓【どうねっと会員】従前から参加していた⽣活困窮者⽀援機関＋⾃治体担当者含 

⇒ 60 名が参加 
活⽤⽅法︓困窮者⽀援に関わる⽀援員が、⽇常的な情報交換や悩み相談を場 

  例）帳票の扱いについて・⽀援にあたり適切な⽀援や制度の活⽤についての相談・関連するイベント
やシンポジウムの告知・飲み会のお誘いや⽇常会話等…。 

 
2024 年度の主なトピック 
 

⽇付 トピック 内容・概要 

2024 年 4 ⽉ 4 ⽇ 多頭飼育猫と転居⽀援 

猫 12 匹を抱える世帯の転居にあたり、動物

保護団体（ツキネコ北海道等）や⾏政による

⽀援可能性について意⾒交換が⾏われた。 

2024 年 4 ⽉ 10 ⽇ 
家計改善⽀援と貸付あっせん

記載の是⾮ 

パンフレットに『貸付のあっせん⽀援』と記

載すべきか議論。相談者の誤解や期待の過剰

を防ぐ観点から、記載を控えるという意⾒が

多かった。 

2024 年 5 ⽉ 31 ⽇ エネルギー貧困の勉強会企画 

光熱費の⾼騰により困窮する世帯が増加して

いる実情を受け、EPO 北海道と HIT の共催

で勉強会を開催する旨が共有された。 

2024 年 7 ⽉ 1 ⽇ 
どうねっと総会とシンポジウ

ム 

令和 6 年度総会およびシンポジウムが開催さ

れ、厚労省・⼤学関係者・実践者による⽣活

困窮者⽀援と地域づくりについての講演・討

論が⾏われた。 

2024 年 9 ⽉ 20 ⽇ 帰郷希望者への仕事探し⽀援 

広島に帰る資⾦がない困窮者への⽀援とし

て、札幌市のゴミ収集業務などを紹介するな

ど地域資源を活⽤したマッチングが⾏われ

た。 



 
 

20 
 
 

2024 年 11 ⽉ 12 ⽇ 
妊婦の⼊院中の⼦育て⽀援策

の相談 

出産⼊院中に育児を担う⼈がいない妊婦への

⽀援策として、地域資源（AsMama や乳児

院など）について情報共有された。 

2025 年 1 ⽉ 
⽀援者⽀援にかかるニーズ調

査 

北海道内の⽀援者を対象としたアンケート調

査が実施された。⽬的は、⽣活困窮者⽀援に

携わる職員・団体が抱える課題や⽀援ニーズ

を把握し、⽀援者⽀援の⽅策を検討するた

め。 

2025 年 1 ⽉ 17 ⽇ 
⾷品アクセスに関するワーク

ショップ 

⾷品を誰にどのように届けるかを考えるワー

クショップが開催された。無⼈コンビニや⾃

販機による⾷品提供事例が共有され、優先順

位のつけ⽅や持続可能な配布⽅法が議論され

た。 

2025 年 1 ⽉ 18-19 ⽇ 対⼈⽀援者向け研修 

事例共有と参加型ワークショップ形式で⾏わ

れた 2 ⽇間の研修。『こじらせ⽀援者』をテ

ーマに、⾃⾝の⽀援のあり⽅を振り返る機会

とされた。 

2025 年 3 ⽉ 21 ⽇ 
⾝寄り問題に関するオンライ

ンイベント 

『⾝寄りがない⼈』をテーマに、⼊院・施設

⼊所拒否や死亡後対応の課題が話し合われ

た。先進事例や制度の限界を共有し、今後の

⽀援のあり⽅を模索した。 

2025 年 3 ⽉ 25 ⽇ リユース PC の寄贈案内 

HBA 社より地域福祉団体へのリユースパソ

コン提供の案内があった。1 団体あたり最⼤

5 台、年 50 台が予定され、⽀援活動の IT 環

境改善が期待された。 

2025 年 4 ⽉ 25 ⽇ エネルギー貧困勉強会 

家計の中でエネルギー⽀出が占める割合が⾼

い家庭の困窮について、EPO 北海道と HIT

の共催で勉強会が企画された。社会福祉領域

との接点も含めて検討された。 

 
  


